
聖

籠

町

告

示

第

六

十

号

聖

籠

町

入

札

監

視

委

員

会

設

置

要

綱

を

次

の

よ

う

に

定

め

る

。

平

成

二

十

年

九

月

十

二

日

聖

籠

町

長

渡

邊

廣

吉

聖

籠

町

入

札

監

視

委

員

会

設

置

要

綱

（

設

置

）

第

一

条

公

共

工

事

の

入

札

及

び

契

約

の

適

正

化

の

促

進

に

関

す

る

法

律

（

平

成

十

二

年

法

律

第

百

二

十

七

号

）

の

趣

旨

を

踏

ま

え

、

本

町

が

発

注

す

る

建

設

工

事

の

入

札

及

び

契

約

手

続

の

透

明

性

並

び

に

公

正

な

競

争

を

確

保

す

る

た

め

、

聖

籠

町

入

札

監

視

委

員

会

（

以

下

「

委

員

会

」

と

い

う

。
）

を

置

く

。

（

所

管

事

務

）

第

二

条

委

員

会

の

所

掌

事

務

は

、

次

の

と

お

り

と

す

る

。

一

本

町

が

発

注

し

た

工

事

に

関

し

、

入

札

及

び

契

約

手

続

の

運

用

状

況

等

に

つ

い

て

報

告

を

受

け

る

こ

と

。

二

本

町

が

発

注

し

た

工

事

の

う

ち

、

委

員

会

が

必

要

と

認

め

る

も

の

に

関

し

、

入

札

及

び

契

約

の

過

程

並

び

に

契

約

の

内

容

に

関

す

る

事

項

に

つ

い

て

審

議

を

行

い

、

意

見

又

は

具

申

を

行

う

こ

と

。

三

本

町

が

発

注

し

た

工

事

の

入

札

及

び

契

約

手

続

に

つ

い

て

の

再

苦

情

（

苦

情

の

申

立

て

に

対

す

る

回

答

に

不

服

が

あ

る

者

が

再

度

申

し

立

て

る

苦

情

を

い

う

。
）
に

つ

い

て

審

議

を

行

う

こ

と

。

四

前

三

号

に

定

め

る

も

の

の

ほ

か

、

委

員

会

が

必

要

と

認

め

る

事

項

に

つ

い

て

審

議

を

行

い

、

意

見

又

は

具

申

を

行

う

こ

と

。

（

組

織

）

第

三

条

委

員

会

の

委

員

は

、

見

識

を

有

し

公

正

中

立

の

立

場

を

堅

持

で

き

る

者

の

う

ち

か

ら

、

町

長

が

委

嘱

す

る

。

２

委

員

会

は

、

委

員

五

名

で

組

織

す

る

。

３

委

員

の

任

期

は

二

年

と

す

る

。

た

だ

し

、

委

員

が

欠

け

た

場

合



に

お

け

る

補

欠

の

委

員

の

任

期

は

、
前

任

者

の

残

任

期

間

と

す

る

。

４

委

員

は

、

再

任

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

５

委

員

の

氏

名

及

び

職

業

は

、

公

表

す

る

も

の

と

す

る

。

（

委

員

長

及

び

副

委

員

長

）

第

四

条

委

員

会

に

委

員

長

及

び

副

委

員

長

一

人

を

置

く

。

２

委

員

長

及

び

副

委

員

長

は

、

委

員

の

互

選

に

よ

り

定

め

る

。

３

委

員

長

は

、

会

務

を

総

理

し

、

委

員

会

を

代

表

す

る

。

４

副

委

員

長

は

、

委

員

長

を

補

佐

し

、

委

員

長

に

事

故

あ

る

と

き

又

は

欠

け

た

と

き

は

、

そ

の

職

務

を

代

理

す

る

。

（

会

議

）

第

五

条

委

員

会

の

会

議

は

、

委

員

長

が

招

集

し

、

委

員

長

が

議

長

と

な

る

。

２

会

議

は

、

委

員

の

過

半

数

が

出

席

し

な

け

れ

ば

開

く

こ

と

が

で

き

な

い

。

３

第

二

条

第

一

号

及

び

第

二

号

に

規

定

す

る

所

掌

事

項

に

係

る

会

議

は

、

原

則

と

し

て

、

年

二

回

以

上

開

催

す

る

。

４

第

二

条

第

三

号

及

び

第

四

号

に

規

定

す

る

所

掌

事

項

に

係

る

会

議

は

、

必

要

に

応

じ

て

開

催

す

る

。

５

そ

の

他

委

員

長

が

特

に

必

要

と

認

め

る

場

合

は

、

会

議

を

開

催

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

６

会

議

の

議

事

は

、

出

席

し

た

委

員

の

過

半

数

で

決

し

、

可

否

同

数

の

と

き

は

、

委

員

長

の

決

す

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

７

会

議

は

原

則

と

し

て

非

公

開

と

し

、

会

議

の

議

事

の

概

要

を

公

表

す

る

も

の

と

す

る

。

た

だ

し

、

聖

籠

町

情

報

公

開

条

例

（

平

成

十

年

条

例

第

三

号

）

第

六

条

第

三

号

に

規

定

す

る

非

公

開

情

報

が

含

ま

れ

る

事

項

に

つ

い

て

は

非

公

表

と

す

る

。

（

意

見

の

具

申

又

は

勧

告

）

第

六

条

委

員

会

は

、

第

二

条

第

一

号

、

第

二

号

及

び

第

四

号

の

事

務

に

関

し

、

報

告

の

内

容

又

は

審

議

し

た

対

象

工

事

に

つ

い

て

不



適

切

な

点

又

は

改

善

す

べ

き

点

が

あ

る

と

認

め

た

と

き

は

、

必

要

な

範

囲

で

、

町

長

に

対

し

て

意

見

の

具

申

又

は

勧

告

を

行

う

こ

と

が

で

き

る

。

２

委

員

会

は

、
前

項

の

意

見

の

具

申

又

は

勧

告

を

行

っ

た

場

合

は

、

原

則

と

し

て

、

そ

の

内

容

を

公

表

す

る

も

の

と

す

る

。

（

再

苦

情

の

審

議

等

）

第

七

条

委

員

会

は

再

苦

情

に

つ

い

て

の

依

頼

が

あ

っ

た

と

き

は

、

第

五

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

会

議

を

開

催

し

、

審

議

を

行

う

も

の

と

す

る

。

２

委

員

会

は

、

前

項

に

規

定

す

る

審

議

の

結

果

を

再

苦

情

の

申

立

て

が

あ

っ

た

日

か

ら

起

算

し

て

六

十

日

以

内

に

町

長

に

報

告

す

る

も

の

と

す

る

。

３

委

員

会

は

、

第

一

項

の

規

定

に

関

わ

ら

ず

、

審

議

の

依

頼

が

あ

っ

た

再

苦

情

が

客

観

的

か

つ

明

白

に

再

苦

情

の

申

立

て

の

適

格

を

欠

く

と

認

め

ら

れ

る

と

き

は

、

当

該

再

苦

情

に

つ

い

て

の

審

議

を

行

わ

な

い

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

委

員

会

は

、

そ

の

旨

を

速

や

か

に

町

長

に

報

告

す

る

も

の

と

す

る

。

（

委

員

の

除

斥

）

第

八

条

委

員

は

、

自

己

又

は

三

親

等

以

内

の

親

族

の

利

害

に

関

係

の

あ

る

議

事

に

加

わ

る

こ

と

が

で

き

な

い

。

（

守

秘

義

務

）

第

九

条

委

員

は

、

職

務

上

知

り

得

た

秘

密

を

漏

ら

し

て

は

な

ら

な

い

。

そ

の

職

を

退

い

た

後

も

同

様

と

す

る

。

（

庶

務

）

第

十

条

委

員

会

の

庶

務

は

、

総

務

課

に

お

い

て

処

理

す

る

。

（

そ

の

他

）

第

十

一

条

こ

の

要

綱

に

定

め

る

も

の

の

ほ

か

、

会

議

の

運

営

に

関

し

必

要

な

事

項

は

、

町

長

が

別

に

定

め

る

。

附

則



こ

の

要

綱

は

、

告

示

の

日

か

ら

施

行

す

る

。


